
 

 

 
ふんの量に対して副資材がどのくらい必要か確認しましょう！ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

   温度計を使って温度管理をしましょう！ 

 
（畜産環境整備機構ホームページより抜粋）                社団法人 青森県畜産協会 

 きちんと比重調整ができていれば、堆積して 1 日～2 日ほど
で８０℃前後に到達します。温度の上昇によって堆肥化が成功

したかどうか判断できます。温度の上昇が不十分な場合は、

比重調整をやり直す必要があります。 

フンが発酵するには酸素が必要です。堆肥化をうまくするコツは、出来るだけフンを空気

に当ててやることです。堆積しておいても、表面から３０cm ほどしか空気は浸透しません。

堆肥全体に空気が行き届くように切り返しを行いましょう！  

＜比重調整の仕方＞ 

①１０ℓのバケツを用意し、空のバケ

ツの重さを量る。 

②家畜のふんと副資材を混ぜ合わせ

る。 

③バケツに②をすり切り一杯入れ重

さを量る。 

④バケツの重さを引いて６．５ｋｇ

になるように副資材の量を調整しな

がら、②～③を繰り返す。 


